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美術部
８月 27日（水）～29日（金）第 59回高文連道北支部美術展・研究大会（美深町） 
入選：澤田和香（３Ｂ） 
佳作：猪瀬楓（３Ｂ）、加藤ちなつ（３Ｂ）、矢島晴（３Ｂ）、河合椛（２Ｂ）、小酒井麗（２Ｂ）、大星心愛（２
Ｂ）、丸桜子（２Ａ） 
入選及び佳作に選出された７名は 10月８日（水）～10日（金）に札幌市で開催された第 59回全道高等学校美術展・研

究大会に参加しました。澤田さんの作品は全道優秀賞を受賞しました。 

ソフトテニス部
９月 13日（土）・14日（日）第 55回北海道高等学校新人ソフトテニス選手権大会（帯広市） 

10月４日（土）北部北海道バドミントン選手権大会（名寄市） 

男子ダブルス：準優勝 阿部響（２Ｂ）中村蓮（１Ａ）、男子シングルス：準優勝 阿部響（２Ｂ）

図書局
９月 25日（木）・26日（金）第 47回全道高等学校図書研究大会（旭川市） 

陸上競技部
９月 24日（水）～26日（金）北海道高等学校新人陸上競技大会（帯広市） 

三段跳 ９m39（-2.5） 第 21位 安田 理央奈（１Ｂ）  

弓道部
10月 14日（日）・15日（月）第 47回北海道高等学校弓道選抜大会北北海道大会兼第 44回全国高等学校弓道選抜大会北
北海道地区予選会（旭川市） 

野球部
９月 25日（木）・28日（日）第 78回秋季北海道名寄地区予選（稚内市） 

２回戦：士別翔雲高校 12－１ 稚内高校 代表決定戦：士別翔雲高校 14－７ 稚内大谷高校 

10月 12日（日）～10月 16日（木）第 78回秋季北海道全道大会（札幌市） 

１回戦：士別翔雲高校 ５－３ 帯広三条高校 ２回戦：士別翔雲高校 10－４ 北広島高校 

準々決勝：士別翔雲高校 ０－１ 白樺学園高校 

放送局
10月 17日（木）第 48回放送コンテスト道北支部大会（稚内市） 
ア ナ ウ ン ス 部 門：優秀賞（１位） 河合椛（２Ｂ）、優秀賞（２位） 岩城法如（２Ｄ） 
朗 読 部 門：優秀賞（２位） 頓宮匠之輔（２Ａ） 
11月 22日（土）釧路市で行われる全道大会に出場します。 

新聞局
10月８日（水）～10日（金）第 69回全道高等学校新聞研究大会・令和７年度全道高等学校新聞コンクール（網走市） 
手書き・ワープロ部門：優秀賞 

ウエイトリフティング部
10月３日（金）～７日（火）第 79回国民スポーツ大会（滋賀県） 
73kg級 スナッチ３位入賞 石川英虎（３Ｃ） 
81kg級 スナッチ４位入賞 ジャーク優勝  中遥陽（３Ｂ） 

９月 21日（日） 
第 42 回全国商業⾼等学校英語スピーチコンテスト全国⼤会（東京都） 
レシテーションの部：庄司明玲（２Ｂ） 最優秀賞・文部科学大臣賞  
９月 29日（月）第 26回高文連北海道高等学校英語弁論大会道北地区大会 

兼第 46回北海道高等学校英語弁論大会道北地区大会（旭川） 

スピーチの部：高桑杏介（２Ａ） 第３位 

高桑さんは、10月 26日（日）に札幌市で行われる全道大会に出場しました。 

～部局活動報告～ 

体育祭 ～仲間とともに全力で駆け抜けた一日～ 

 ９月 30日（火）、秋晴れの空の下、体育祭が盛大に行われました。今年も翔雲祭と同様に、学

年を越えて編成された縦割りの「雲隊」による熱い戦いとなりました。朝早くから生徒たちは気

合十分。応援旗が風にはためき、グラウンドには笑顔と歓声があふれました。 

 種目は全部で 10種目あり、生徒はそれぞれ２～４種目に出場しました。体育の授業や放課後の

時間を使い、チームで声を掛け合いながら練習を重ねてきた成果を存分に発揮しました。当日

は、競技に出ていない生徒たちも仲間に大きな声援を送り、会場全体が一体感に包まれていまし

た。雲隊の枠を超えて互いに励まし合う姿からは、日頃の絆の深さが感じられました。応援する

喜び、仲間と協力する大切さを実感できる一日となったことでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、生徒会執行部や新聞局、放送局、体育祭実行委員の生徒たちは、事前準備から当日の運

営まで多方面で活躍しました。競技に出場しながらも、自分に任された仕事を最後まで責任を持

ってやり遂げる姿はとても頼もしく、体育祭を陰から支える存在となっていました。体育祭実行

委員長の３年Ａ組大塚叶夢さんは、「最後の体育祭だったので、負けたけどすごく楽しかった。

いい思い出です。」と笑顔で語ってくれました。 

 当日は多くの保護者の方々にもご来場いただきました。見守る温かなまなざしの中で、生徒た

ちはより一層力を発揮し、普段以上のパフォーマンスを見せてくれました。 

 激戦の末、総合順位は、１位青雲、２位白雲、３位赤雲、４位黄雲となりました。どの雲隊も

最後まで全力で戦い抜いた姿はとても輝いており、秋の青空にふさわしい爽やかな感動を残して

くれました。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【１１月行事予定】
１（土）３年大学入学共通テスト試験直前予想問題白パック 
２（日）３年北大入試オープン 
３（月）文化の日 
４（火）図書館バス、１年職業学問発見フェア 
５（水）２年進路講話 
６（木）身だしなみ指導・いじめアンケート⑤ 
７（金）外務省高校講座 
８（土）３年北大入試プレ、１・２年総合学力テスト・11月 

２年公務員模試② 
９（日）全商ビジネス計算実務検定②、英検②二次 

１２（水）２年進路別ガイダンス 
１３（木）スクールカウンセラー来校③ 
１４（金）３年マーク模試前日実施 
１５（土）３年全統プレ共通テスト（ＩＣプレーヤー）  
１７（月）授業料口座振替日 
１８（火）考査１週間前  
２３（日）勤労感謝の日、全商ビジネス文書実務検定② 
２４（月）振替休日 
２５（火）後期中間考査（～11/28） 
 

【１２月行事予定】 
２（火）図書館バス 

５（金）３年マーク模試前日実施 

６（土）３年ベネッセ共通テスト【実力完成】プレパック 

数学検定③ 

１３（土）３年冬期講習①（～12/28） 

１５（月）授業料口座振替日 

１７（水）総合ビジネス科発表会  

２０（土）１・２年冬期講習（12/20～21､23～28） 

２２（月）大掃除、表彰伝達式、冬季休業前全校集会 

２３（火）冬季休業（～１/14）、２年就職ガイダンス 

２９（月）学校閉庁日 

３０（火）学校閉庁日 

３１（水）学校閉庁日 

大学の学問分野について知ろう！ 
第１回 保育訪問記 
名寄市立大学保健福祉学部社会保育学科 長津 詩織 氏 

私は保育士・幼稚園教諭になりたい高校生が進学する学科で教員として働いています。とはいっても、保育所や幼稚

園等で働いた経験はありません。保育系の教員には、現場経験を積んでいる人と、関連する研究の実績をもっている人

がいて、私は後者にあたります。いくら研究の実績があっても「保育現場のことなんて全然知りません」というわけに

はいかないので、全国各地のいろいろな園にお邪魔して勉強させてもらっています。 

ある保育所で出会った１歳児の A ちゃんは、まだ言葉でのコミュニケーションが十分ではなく、ほしい物があると指

をさし、単語で保育者に伝えます。指さした先にいくつかのおもちゃがあったり、物の名前を間違えて覚えていたりす

ると、Aちゃんが何を求めているのかわからなくて、保育者は「これ？」「これかい？」と何度か確認することになりま

す。昨日手に持って喜んでいたものが今日も欲しいとは限らず、Aちゃんは自分の意図がなかなか伝わらなくて泣いてし

まうこともありました。保育者は日々変化する A ちゃんの様子をよく観察して関わっており、その根気強さに、私は

「保育者はすごいなぁ」と感心したものでした。 

この保育所では、年度末に子ども一人ひとりの写真やエピソードを掲載する冊子を作成していました。保育者から子

どもへメッセージを書くスペースもあります。さて、みなさんだったら、A ちゃんへどんなメッセージを送るでしょう

か。 

冊子を見せてもらうと、A ちゃんのページにはこう書かれていました。「Aちゃんは毎日好きなものが変わるから、先

生たちはわからなくて A ちゃんを悲しませてしまうこともありましたね。」気分屋にもみえる A ちゃんの特徴を的確に

表現しながら、Aちゃんのせいにするのではなく、自分たちの努力も認めつつ、子どもを理解する難しさも伝わってきま

す。このメッセージから、私は「子どもに寄りそう」とはこういうことなのだと学びました。 

「子どもがかわいい」「癒やされる」「子どもと遊ぶのが楽しい」など、保育はわかりやすいポジティブな部分を強

調されがちです。しかし、子どもはかわいいだけではないし、大人を癒やすための存在でもないし、遊ぶだけが保育で

はありません。もっと奥が深く、葛藤の先にある保育のおもしろさを、みなさんも一緒に考えてみませんか？ 
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１学年進路先見学会 
９月 25日（木）、１学年にて「進路先見学会」を実施しまし

た。生徒たちにとって、将来への期待を膨らませながら、自
分の進路をより具体的にイメージする貴重な機会となりまし
た。 
午前中は大雪アリーナで開催された「マイナビ進学ライブ」

に参加し、大学や専門学校の担当者から直接説明を聞いた
り、進学に関する情報を収集したりしました。午後は北海道
教育大学旭川校と旭川市立大学に分かれて見学を行い、実
際のキャンパスの雰囲気や授業環境を体験しました。 

高校生活を先取り体験！中学生体験入学 

 10月４日（土）、中学生体験入学を実施しました 
 生徒会役員が学校生活や行事について紹介し、総合ビジ
ネス科の生徒が学科の特色や授業内容をわかりやすく説明
しました。先輩たちの明るい説明に、中学生も熱心に耳を傾
けていました。 
 その後は、授業体験や部活動体験が行われ、高校生活へ
の期待が一層高まった様子でした。 
 本校生徒にとっても「伝える力」や「もてなしの心」を学ぶ良
い機会となりました。 

災害に備える力を育む－防災講話－ 

10月 15日（水）、第２回避難訓練および１日防災学校を実施

しました。地震を想定したシェイクアウト訓練では、落ち着い
て避難行動を行うことができました。 
 その後の防災講話では、陸上自衛隊名寄駐屯地の方か
ら、災害発生時の判断や行動の大切さについて学びました。
さらに、自己防衛訓練では、不審者から身を守る方法を実際
に体験。生徒たちは、緊迫した場面で冷静に対応する力の
必要性を実感していました。 

「あさひかわ食べマルシェ 2025」に参加しました 
 ９月 14日（日）総合ビジネス科２年生が、「北の恵み あさ
ひかわ食べマルシェ 2025」に参加し、地域の食材を活かした
商品を販売しました。販売活動を通して、接客や声かけなど
のコミュニケーション力を磨くとともに、仲間と協力して責任を
持って仕事をやり遂げる大切さを学びました。 
 当日は多くの地元の方々や観光客の皆さんが足を運んでく
ださり、用意した商品は全て完売。貴重な実践の場を通し
て、大きな成長につながる一日となりました。 

 


